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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月7日(2017.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続位相周波数偏移キーイングを使用して変調された無線信号を受信するように適合さ
れたデジタル無線受信機であって、前記受信機は、
　搬送波周波数を有するアナログ無線信号を受信するための手段と、
　前記キャリア周波数と公称キャリア周波数との間の周波数オフセットを推定するように
配置された相関器と、
　　　前記周波数オフセットを補正するための手段と、
　各々が前記アナログ無線信号からビットシーケンスを決定するための異なるビットパタ
ーンに対応する複数のフィルタを含む整合フィルタバンクと、を備える
　ことを特徴とするデジタル無線受信機。
【請求項２】
　前記相関器は、オフセットデータ支援型フレーム及び周波数一括推定器である
　ことを特徴とする、請求項１に記載のデジタル無線受信機。
【請求項３】
　前記搬送波信号の周波数ドリフトを推定するように設けられたモジュールを備える
　ことを特徴とする、請求項１または２に記載のデジタル無線受信機。
【請求項４】
　前記モジュールは、ＭＦＢの所定のフィルタが整合フィルタとなる場合にそれによって
決定される位相を、同数のハイビットとロービットとを受信した期間の後に、後続の整合
時に決定される位相と比較して、前記周波数ドリフトを推定するように構成されている
　ことを特徴とする、請求項３に記載のデジタル無線受信機。
【請求項５】
　フィルタが整合し、かつ、同数のハイビットとロービットとを受信するたびに周波数ド
リフトの推定を行なうように構成されている
　ことを特徴とする、請求項４に記載のデジタル無線受信機。
【請求項６】
　フィルタが整合するたびに前記位相をタイムスタンプとともに記録し、
　前記フィルタが次回に整合すると、前回のチェック以降に同数のハイビットとロービッ
トとが特定されたかどうかの確認を行なうように構成されている
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　ことを特徴とする、請求項４または請求項５に記載のデジタル無線受信機。
【請求項７】
　前記期間が閾値時間を超えた場合には前記周波数ドリフトを推定しないように構成され
ている
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項６のいずれかに記載のデジタル無線受信機。
【請求項８】
　前記ドリフト推定値に基づいて前記搬送波周波数に補正を適用するように構成されてい
る
　ことを特徴とする、請求項３乃至請求項７のいずれかに記載のデジタル無線受信機。
【請求項９】
　前記ドリフト推定値が、所定の最低値を上回るか、および／または、所定の最大値を下
回る場合のみ前記補正を適用するように構成されている
　ことを特徴とする、請求項８に記載のデジタル無線受信機。
【請求項１０】
　前回の補正が適用されてから所定の最小時間が経過した場合のみ前記補正を適用するよ
うに構成されている
　ことを特徴とする、請求項８または請求項９に記載のデジタル無線受信機。
【請求項１１】
　フィルタ当たりのビット数をＫとすると、各ビットのＫ個の最新ビット観察結果を使用
してビット判定を行なうように構成されている
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項１０のいずれかに記載のデジタル無線受信機。
【請求項１２】
　搬送波周波数を有し連続位相周波数偏移キーイングを使用して変調された無線信号を受
信するように適合されたデジタル無線受信機であって、前記受信機は、
　前記無線信号を受信するための手段と、
　複数のフィルタを備え各々が前記信号のビットシーケンスを決定するための異なるビッ
トパターンに対応している整合フィルタバンクと、を備え、
　前記受信機は、前記フィルタの一つが一回目にビットパターンに整合したときに前記信
号の位相に関連する情報を該フィルタから取得し、
　該フィルタが二回目にビットパターンに整合したときに前記信号の位相に関連する情報
を該フィルタから取得し、
　前記一回目と前記二回目との間にあるビットシーケンスが同数のハイビットとロービッ
トとを含む場合に、前記一回目に決定された位相と前記二回目に決定された位相との位相
差を用いて、前記搬送波周波数の周波数ドリフトを推定するように構成されている
　ことを特徴とするデジタル無線受信機。
【請求項１３】
　フィルタが整合し、かつ、同数のハイビットとロービットとを受信するたびに周波数ド
リフトの推定を行なうように構成されている
　ことを特徴とする、請求項１２に記載のデジタル無線受信機。
【請求項１４】
　連続位相周波数偏移キーイングを使用して変調された無線信号を復号する方法であって
、
　搬送波周波数を有するアナログ無線信号を受信することと、
　相関器を使用して、前記キャリア周波数と公称キャリア周波数との間の周波数オフセッ
トを推定することと、
　前記周波数オフセットを補正することと、
　各々が異なるビットパターンに対応する複数のフィルタを含む整合フィルタバンク（Ｍ
ＦＢ）を使用して、前記アナログ信号からビットシーケンスを決定することと、を含む
　ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
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　前記相関器は、オフセットデータ支援型フレーム及び周波数一括推定器である
　ことを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記搬送波信号の周波数ドリフトを推定することを含む
　ことを特徴とする、請求項１４または請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＭＦＢの所定のフィルタが整合フィルタとなる場合にそれによって決定される位相
を、同数のハイビットとロービットとを受信した期間の後に、後続の整合時に決定される
位相と比較して、前記周波数ドリフトを推定することを含む
　ことを特徴とする、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　フィルタが整合し、かつ、同数のハイビットとロービットとを受信するたびに周波数ド
リフトの推定を行なうことを含む
　ことを特徴とする、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　連続位相周波数偏移キーイングを使用して変調された無線信号の周波数ドリフトを推定
する方法であって、前記方法は、
搬送波周波数を有する前記無線信号を受信することと、
複数のフィルタを備え各々が異なるビットパターンに対応する整合フィルタバンクを使用
して前記無線信号からビットシーケンスを決定することと、
前記フィルタの一つが一回目にビットパターンに整合するときに前記信号の位相に関連す
る情報を前記フィルタから取得することと、
前記フィルタが二回目にビットパターンに整合するときに前記信号の位相に関連する情報
を前記フィルタから取得することと、
　前記一回目と前記二回目との間にある前記ビットシーケンスが同数のハイビットとロー
ビットとを含む場合に、前記一回目に決定された位相と前記二回目に決定された位相との
位相差を用いて、前記搬送波周波数の周波数ドリフトを推定することと、を含む
　ことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　フィルタが整合し、かつ、同数のハイビットとロービットとを受信するたびに周波数ド
リフトの推定を行なうことを含む
　ことを特徴とする、請求項１９に記載の方法。
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